
様式第５号 

 

令和７年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

 

学校番号 16 学 校 名 静岡県立中央特別支援学校 記 載 者 大石 真未 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

安 

 

全 

 

部 

児童生徒の命と人権を

守る取組の推進 

（キラリ＆ホット視点

の浸透） 

 

キラリ＆ホットの視

点を意識して全ての

人権を尊重した言動

を行うことができた

教員 100％ 

Ａ Ａ 

教員は、子どもに対して気持ち

や人権を配慮した適切な関わ

りをしていると感じる保護者

96.4% 

災害時、非常時におけ

る判断力、行動力、連

携の向上につながる訓

練・研修・振り返りの

充実 

自らの立場や役割の

中で、あり得るリスク

とリスク回避の行動

を考えることができ

たと答える職員 90％ 

 

Ａ 

 

 

 Ａ 

学校は災害時に備えて適切な

防災訓練を実施していると感

じる保護者 90.5％ 

安全で健康的な生活を

送るための環境の充実 

安全で健康的な生活

を送るための環境づ

くりができた職員

90％以上 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

学校は、感染症に関する対策を

適切に実施していると感じる

保護者 90.5％ 

安心安全な医療的ケア

実施体制づくり 

教員、保護者、医療的

ケア看護職員が、円滑

な連携をして医療的

ケアを実施すること

ができた職員 100％ 

 

Ａ 

 

 

Ｂ 

学校は、災害発生時の医療的ケ

アの対応について保護者と確

認をしていると感じる保護者

48.2％ 

将来の豊かな生活に向

けた食育の推進 

「食に関する指導の

全体計画」に基づいた

年間指導計画に沿っ

て食に関する指導を

実施し、児童生徒の食

への興味関心を広げ

ることができた職員

90％以上 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 
学校は、安全な給食指導をして

いると感じる保護者 81.7％ 

児童生徒の実態に合っ

た、安全で生活しやす

い環境づくり 

児童生徒の実態に合

った生活しやすい教

室環境について、意見

交換をして改善する

ことができた職員

90％以上 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ｂ 

学校は、障害を配慮した安心し

て任せられる指導環境が整っ

ていると感じる保護者 85.5％ 
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心理的安全性が感じら

れる学部、パート、寄

宿舎の環境づくり 

職員間の意見交換や

保護者対応の場面で、

傾聴や共感の姿勢を

持った言動ができた

職員 90%以上 

Ａ 

 

 

 Ａ  

毎週の教材研究日を

有効に活用できた職

員 90%以上 

Ａ 

 

Ａ  

指 

 

導 

 

部 

児童生徒の実態に応じ

た教育活動の計画、実

践の推進 

目標と評価の一体化

を理解して、日々の教

育活動を行えている

と実感している教員

70％以上 

Ａ 

 

 

Ａ 

教員は、個別の教育支援計画及

び個別の指導計画について、十

分に説明していると感じる保

護者 98.8％ 

進路指導の視点を生か

した日々の指導や支援

の充実 

進路指導の視点をも

って個別の指導計画

の作成・見直しや授業

づくりができた職員

90％以上 

Ａ 

 

 

Ａ 

子どもは、日々の授業をとおし

てできることが増え、そのこと

が生活の広がりにつながって

いると感じる保護者 91.6％ 

生涯スポーツにつなが

る教育活動の充実 

児童生徒が生涯にわ

たってスポーツに親

しむ姿を目指して「す

る・見る・支える・知

る」の視点で指導がで

きた職員 90％以上 

Ａ 

 

 

 Ａ  

児童生徒が力を最大限

に発揮できるための授

業における ICT 活用の

試みの推進 

指導においてタブレ

ット端末、入出力支援

機器の活用を実施で

きた職員 70％以上 

 

Ａ 

 

 

Ａ  

連 

 

携 

 

部 

卒業後の「豊かな生活」

を見据えた目標設定

と、個々の実態に応じ

た根拠ある自立活動の

指導の充実 

自立活動の指導に関

して、根拠を持って指

導することができた

職員 80％以上 

 

Ａ 

 

 

Ａ  

「何ができるようにな

るか」「何を学ぶか」「ど

のように学ぶか」を明

確にした授業づくり、

生活指導 

取組目標にある３つ

の姿を明確にして授

業づくりをした職員

90％以上 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

学校は、子どもにとって学びの

ある（何ができるようになるか

や生活への広がりを意識した）

授業を実践していると感じる

保護者 95.2％ 

 

地域や社会とつながり

合う授業実践の成果の

共有 

学校と地域（麻機地区

を含む静岡市、児童生

徒の居住地区）間で、

地域を生かした関わ

り（間接的な交流を含

む）を実践できた職員

90％以上 

 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 

・学校は、地域との交流（他校

や関係機関）を大切にしている

と感じる保護者 81.0％ 

 

・おたよりや HPを通じて適

時・適切に情報を提供している

と感じる保護者 95.3% 
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社会との「つながり合

い」と、生涯学習につ

ながる教育活動の充実 

本の読み聞かせ等の

読書活動、外部団体を

招いての鑑賞教室や

各種作品展を通して

社会と関わることが

できたといえる職員

90％以上 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

学校は、子どもの作品や学習の

成果等を適切に掲示し、意欲を

引き出す環境づくりができて

いると感じる保護者 94.1％ 

 


